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座
長
に
選
出
さ
れ
た

福
本
副
執
行
委
員
長

中
央
本
部
を
代
表
し
て

挨
拶
す
る
羽
野
執
行
委
員
長

　

支部・分会で「世話役活動」をしっかりと行い
組織のより一層の強化に取り組む

◀
イ
ラ
ス
ト
：
岩
森
さ
ん

各地本・総支部、部会から代表者総勢41名が出席

各地本・総支部の担当者30名が出席

総合労働協約改訂などについて
挨拶する羽野執行委員長

ＪＲ連合石川産業政策局長による
政策勉強会

　

私
た
ち
金
沢
支
社
支
部
は
、

総
務
分
会・運
輸
分
会・工
務
分

会
・
金
沢
新
幹
線
総
合
指
令
所

分
会
の
間
接
部
門
と
、新
幹
線

工
務
分
会
の
現
業
部
門
の
計
５

分
会
、約
４
８
０
名
で
構
成
す
る

組
織
で
す
。

　

２
０
１
５
年
の
北
陸
新
幹
線

金
沢
開
業
時
に
は
、北
陸
新
幹

線
の
乗
務
員
職
場
や
車
両
所
の

分
会
が
発
足
し
１
，０
０
０
名
弱

の
組
織
で
し
た
が
、昨
年
の
支
社

間
接
部
門
お
よ
び
地
本・支
部
の

組
織
体
制
見
直
し
に
よ
り
、現

行
の
体
制
と
な
って
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、活
動
が
制
限

さ
れ
、２
０
２
４
年
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
等
の
影
響
も
あ

り
、５
年
近
く
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、昨
年

の
夏
に
は
納
涼
祭
、年
始
に
は
旗

開
き
を
、支
部・分
会
合
同
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、こ
れ
ま
で

の
活
動
に
戻
り
つつ
あ
り
ま
す
。

　

組
合
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、組
合
員

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し

て
開
催
し
、組
合
員
相
互
の
系

統
を
越
え
た
親

睦
を
深
め
、組
合

員
同
士
の
つ
な
が

り
を
よ
り
強
固

な
も
の
と
し
、さ
ら
に
は
、出
向

組
合
員
が
支
部
内
に
は
多
く
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、支
部
・
分

会
で
連
携
し
、組
合
活
動
の
基

礎
で
あ
る「
世
話
役
活
動
」を

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
で
、組
織

の
よ
り
一
層
の
強
化
を
支
部
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

金
沢
地
本
内
に
は
、北

陸
新
幹
線
延
伸
開
業
、在

来
線
、第
３
セ
ク
タ
ー
会

社
、新
た
な
キ
ャ
リ
ア
ス

テ
ッ
プ
、働
き
方
改
革
等

の
諸
課
題
が
ま
だ
ま
だ

山
積
し
て
い
ま
す
。重
大

労
災
防
止
や
事
故
防
止

な
ど
、安
全
な
環
境
と
心

理
的
安
全
性
の
高
い
職

場
づ
く
り
を
信
念
に
、組

合
員
一
人
ひ
と
り
が
仕
事

や
充
実
し
た
社
会
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、金
沢
地
本
と
も
連
携

し
て
対
応
す
る
た
め
に
、間
接
部

門
の
組
合
員
が
多
く
活
躍
す
る

支
社
支
部
か
ら
、現
業
部
門
の

組
合
員
と
も
連
携
し
、安
全
を

基
礎
に
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
高
め
、私
た
ち
労
働
者
や
そ
の

家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、地
道
に
し
っ

か
り
と
活
動
を
行
って
ま
い
り
ま

す
！　
　
　
　
〈
金
沢
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
は
、２
０
２
５
年
10

月
８
日（
水
）、西
阪
急
ビ
ル
地
下

会
議
室
に
お
い
て
、「
第
１
回
拡

大
安
全
対
策
委
員
会
」を
開
催

し
た
。

　

委
員
会
に
は
、各
地
方
本
部・

本
社
総
支
部
、業
種
別
部
会
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
連
合
の
単
組
代
表
者

な
ど
、総
勢
49
名
が
出
席
し
、こ

れ
ま
で
の
経
過
と
労
災
死
亡
事

故
の
発
生
状
況
、重
大
事
象
、鉄

道
係
員
への
カ
ス
タ
マ
ー
ハラ
ス
メ
ン

ト
お
よ
び
暴
力
行
為
の
発
生
状

況
の
報
告
と
共
有
、検
証
ア
ン

ケ
ー
ト
と
安
全
お
守
り
手
帳
の

活
用
、Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡

事
故・重
大
労
災
ゼ
ロ
、グ
ル
ー
プ・

協
力
会
社
と
の
連
携
、事
故
を
忘

れ
な
い
取
り
組
み
な
ど
、様
々
な

課
題
に
対
し
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、中
央
本
部
を
代
表
し

て
羽
野
執
行
委
員
長
は
、挨
拶
の

中
で
、直
近
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
収

入
状
況
、安
全
、福
知
山
線
列
車

事
故
ご
遺
族
様
説
明
会
お
よ
び

事
故
車
両
保
存
施
設
、Ｊ
Ｒ
産

業
に
お
け
る
死
亡
労
災
の
状
況
、

心
理
的
に
安
全
な
職
場
、26
春

闘
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、前
年
度
に
開
催
し

た
労
災
死
亡
事
故
の
発
生
状

況
、令
和
６
年
の
鉄
軌
道
輸
送
に

お
け
る
運
転
事
故
や
輸
送
障
害

の
概
要
、重
大
労
災
の
発
生
状

況
、カ
スハラ
お
よ
び
暴
力
行
為
の

発
生
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
鉄
道

安
全
考
動
計
画
２
０
２
７
」検
証

ア
ン
ケ
ー
ト
と「
安
全
お
守
り
手

帳
」の
活
用
と
活
用
事
例
の
共

有
、す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者

の
死
亡・重
大
労
災
ゼ
ロ
に
向
け

た
取
り
組
み
、グ
ル
ー
プ・協
力
会

社
と
連
携
し
た
取
り
組
み
、事
故

を
決
し
て
忘
れ
な
い
取
り
組
み
方

針
が
確
認
さ
れ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
労
組
、各
地
本・総
支

部
、部
会
か
ら
は
、労
働
災
害
や

輸
送
障
害
に
つ
な
が
っ
た
事
象
の

報
告
と
、防
止
に
向
け
た
対
策
、

お
守
り
手
帳
の
活
用
方
法
や
Ａ

Ｂ
Ｃ
運
動
の
浸
透
に
向
け
た
取
り

組
み
、安
全
衛
生
委
員
会
の
活

用
、特
に
今
年
多
か
っ
た
熱
中
症

に
対
す
る
対
応・対
策
に
向
け
た

意
見
が
多
く
出
さ
れ
、出
席
者
全

員
で
取
り
組
ん
で
い
く
意
思
決

定
が
な
さ
れ
た
。

　

中
央
本
部
は
、２
０
２
５
年
10

月
８
日（
水
）、西
阪
急
ビ
ル
地
下

会
議
室
に
お
い
て「
第
１
回
業
務

部
長
会
議
」を
開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
、各
地
本・総
支
部
、

部
会
か
ら
代
表
者
総
勢
41
名
が

出
席
し
、こ
れ
ま
で
の
経
過
と
第

37
回
定
期
中
央
本
部
大
会

で
出
さ
れ
た
組
合
員
の
声
、

２
０
２
５
年
度
総
合
労
働

協
約
改
訂
交
渉
、業
務
課

題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

成
果
の
報
告
と
共
有
、25
年

度
に
実
施
す
る
施
策
、業
務

課
題
、医
療
部
門
へ
の
対
応

お
よ
び
各
種
施
策
の
検
証
の

取
り
組
み
な
ど
、様
々
な
課

題
に
つい
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、中
央
本
部
を
代

表
し
て
羽
野
執
行
委
員
長
が
、２

０
２
５
年
度
総
合
労
働
協
約
改

訂
交
渉
、大
阪
関
西
万
博
一時
金
、

定
年
延
長
お
よ
び
賃
金
昇
進
制

度
な
ど
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、総
合
労
働
協
約
改

訂
交
渉
の
成
果
と
、車
両
改
善
要

求
や
乗
務
員
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
見

直
し
、券
売
機

等
の
遠
隔
締
切

に
よ
る
業
務
執
行
体
制
の
見
直
し

の
経
過
と
報
告
が
あ
り
、２
０
２

５
年
度
に
実
施
す
る
主
な
改
善

施
策
を
は
じ
め
と
す
る
業
務
課

題
、医
療
部
門
へ
の
対
応
や
各
種

施
策
の
検
証
に
つ
い
て
共
有
が
な

さ
れ
た
。

　

各
地
本・総
支
部・部
会
か
ら

は
、駅
関
係
で
は
窓
口
縮
小・統

括
駅
化・巡
回
対
応
な
ど
、乗
務

員
区
所
関
係
で
は
総
合
運
輸
所

の
課
題・要
員
不
足・ワ
ン
マ
ン
化・

列
車
区
化・在
幹
で
の
運
用
、施

設
系
統
で
は
管
理
室
の
統
合・外

注
化
な
ど
へ
の
課
題
提
起
が
あ

り
、出
さ
れ
た
課
題
を
共
有
し

取
り
組
ん
で
い
く
意
思
統
一
が
な

さ
れ
た
。

　

　

米
子
地
方
本
部
で
執
行
委
員

を
務
め
て
い
る
伊
藤
美
紀
と
申

米
子
地
方
本
部 

執
行
委
員

伊
藤
美
紀

し
ま
す
。

　

業
務
と
し
て

は
、現
在
、鳥
取

列
車
区
で
車
掌

を
し
て
お
り
、特

急
は
く
と
、い
な

ば
等
、特

急
列
車

を
中
心
に
乗
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
走
る
こ
と
で
、暇
さ
え

見
つ
け
れ
ば
走
り
、各
地
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

契
約
社
員
と
し
て
入
社
し
、

駅
、車
掌
と
経
験
を
重
ね
、正
社

員
に
な
り
、ア
ッ
と
い
う
間
に
10

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

役
員
経
験
も
短
く
、わ
か
ら
な

い
こ
と
も
多
い

の
で
す
が
、優

し
い
米
子
地
本

の
仲
間
に
支
え

ら
れ
、で
き
る

こ
と
を
精
一
杯

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
後
も
、１
人
で
も
多
く
の
組

合
員
の
声
を
届
け
る
こ
と
で
、働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

中
央
本
部
は
、２
０
２
５
年
10

月
21
日（
火
）、西
阪
急
ビ
ル
地
下

会
議
室
に
お
い
て
、第
１
回
交
通

政
策
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

委
員
会
に
は
各
地
本
・
総
支

部
の
担
当
者
30
名
が
出
席
し
、こ

れ
ま
で
の
連
合
、交
運
労
協
、Ｊ

Ｒ
連
合
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
取
り
組

み
と
、芸
備
線
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
、運
賃・料
金
改

訂
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の
整
備

進
捗
状
況
な
ど
、Ｊ
Ｒ
各
社
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、報
告
と
各
種

要
請
行
動
の
成
果
を
共
有
し
、

地
域
活
性
化
と
企
画
提
案
運
動

の
推
進
、地
方
ロ
ー
カ
ル
線
に
お

け
る
諸
課
題
、Ｊ

Ｒ
連
合
と
連
携
し

た
政
策
の
実
現
、

バ
ス
事
業
の
安
全

と
活
性
化
な
ど
様
々
な
課
題
に

対
し
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、中
央
本
部
を
代
表
し

て
羽
野
執
行
委
員
長
が
、①
初
の

女
性
首
相
誕
生
②
福
知
山
線
列

車
事
故
ご
被
害
者
説
明
会
③
第

二
四
半
期
決
算
④
奈
良
市
へ
の

表
敬
訪
問
⑤
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
員
と

の
連
携
⑥
長
岡
京
市
議
会
議
員

選
挙
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、連
合
、交
運
労

協
、政
府
に
お
け
る
取
り
組
み
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
各
要
請
行
動
と
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所
属

議
員
に
よ
る
議
会
発
言
、芸
備

線
再
構
築
協
議
会
に
よ
る
実
証

事
業
、Ｊ
Ｒ
他
社
の
運
賃・料
金

改
定
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、地
域
活
性
化
と
各
地

方
に
お
け
る
企
画
提
案
運
動
の

推
進
、Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携
し
た

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
課
題
解
決
と

政
策
実
現
、バ
ス
事
業
の
安
全
と

Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
活
性
化
に
向
け
た
方

針
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
確
認
さ
れ
た
。

　

各
地
本・総
支
部
か
ら
は
、自

治
体
訪
問
や
議
員
と
の
連
携
、

ロ
ー
カ
ル
線
の
利
用
促
進
、交
通

政
策
を
す
す
め
る
会
の
加
入
促

進
に
向
け
た
意
見
が
多
く
出
さ

れ
、出
席
者
全
員
で
取
り
組
ん
で

い
く
意
思
決
定
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、Ｊ
Ｒ
連
合
石
川

産
業
政
策
局
長
に
よ
る「
Ｊ

Ｒ
産
業
に
お
け
る
政
策
課

題
」と
題
し
て
政
策
勉
強
会

を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、Ｊ
Ｒ
産
業
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
と
課
題
、政

策
活
動
に
つ
い
て
ふ
れ
、大
き

く
①
Ｊ
Ｒ
連
合
が
緊
急
的
に

解
決
を
求
め
る
重
点
政
策
課

題
②
持
続
可
能
な
ヒ
ト・モ
ノ

＝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
③
Ｊ
Ｒ

産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
関
わ
る

課
題
に
つい
て
講
義
を
受
け
た
。

　

特
に
緊
急
的
に
解
決
す
べ
き
課

題
と
し
て
、国
の
交
通
予
算
に
対
し

て
鉄
道
に
関
わ
る
予
算
が
少
な
す

ぎ
る
点
、整
備
新
幹
線
の
開
業
30

年
以
降
の
貸
付
料
に
つ
い
て
、ま
も

な
く
30
年
を
迎
え
る
北
陸（
高
崎

〜
長
野
）の
貸
付
料
が
不
明
確
な

ま
ま
で
あ
る
こ
と
、通
学
定
期
に

お
け
る
割
引
分
に
対
す
る
公
的
支

援
の
必
要
性
を
共
有
し
、課
題
解

決
に
向
け
て
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

「
世
話
役
活
動
」の
実
践
で
組
織
の
強
化
と
連
携
を
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第
１
回
拡
大
安
全
対
策
委
員
会

第
１
回
交
通
政
策
委
員
会

第
１
回
業
務
部
長
会
議


